














Re-evaluation of English-Japanese Translation as  






























































 研究対象としたのは、筆者の担当する 1 年生の English for Academic Purpose を
受講している学生 16 名である。 
 学生のレベルは、1 年生の中では「ボトム・ティア」と呼ばれ、英語力では学
年を 3 段階に分けたうちの下位 3 分の 1 に相当する。4 月入学時点での TOEFL ス




                                                                 
1 参考までに、上位 3 分の 1 に分類されるあるクラスの 4 月入学時の平均点は 477.6 点、9 月時の平均点
は 502.85 点であった。 
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方だと All English 方式で読み込んだ場合との内容の把握度合いの比較ができない。 
 このため、英文を用意してクラスを半分に分け、A グループには質問に答えな












 IELTS の問題集から、風力発電に関する 174words の英文とその内容把握問題を
使用した2。 
 問題の内訳は、 
・内容に一致する選択肢を選ぶ問題   2 問 
・内容に関するキーワードを選び出す問題 2 問 
・段落にタイトルをつける問題  2 問 
・正誤問題    3 問 
の、合計 9 問である。 










                                                                 
2 木村ゆみ、吉田佳代 「IELTS 実践トレーニング」 三修社 (pp.65-67) 
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2－3－2 All English チーム 
 学生から聞き取りをした Native 講師によるリーディングの授業展開、および高
校教師向けの「オールイングリッシュ」「アクティブ・ラーニング」関連の書籍を
参考にして、以下の流れで 40 分間授業を行った。 
・オーラルイントロダクション及び語彙指導  10 分 
・英文を 3 コーナーズ3で読ませる   10 分 
・担当した英文のパートについて内容共有  5 分 
・英文全体を 3 回黙読    5 分 










                                                                 
3 「テキスト不要の英語勉強法」布村奈緒子 著 KADOKAWA を参考にした。本来は「4 コーナーズ」
と呼ばれ、4 人一組でグループを作るが、人数の関係上、また英文が短いためもあり、3 人一組にして
実施した。なお、1 チームは 8 人であるため、1 つだけ 2 人しかメンバーがいないチームがあるが、そ
こには筆者が加わって活動を行なった。 
4 人 1 組のグループを作り、あらかじめ A・B・C・D と 4 つのパートに分けて教室の四隅に貼りつけ
られたエッセイを、1 人１箇所ずつ読みに行くのです。 












 素点合計 平均点 正答率 
訳文作成 37 4.625 57.8125% 




 素点合計 正答率 
訳文作成 12 75% 
All English 11 68.75% 
 
・内容に関するキーワードを選び出す問題 
 素点合計 正答率 
訳文作成 9 56.25% 
All English 10 62.5% 
 
・段落にタイトルをつける問題 
 素点合計 正答率 
訳文作成 8 50% 
All English 4 25% 
 
・正誤問題 
 素点 正答率 
訳文作成 8 33.3% 
All English 1 4.17% 
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なる True, False だけではなく、英文で触れていない情報に関しては Not Given と
答えなくてはならないため、通常の正誤問題と比べて非常に精緻な内容把握が要
求される。「内容に一致する選択肢を選ぶ」程度の内容把握ならば、All English 型














４－２ All English 型指導の可能性について 
 All English 型の指導は、英文に触れる回数は確実に増えるので、その分「質を
量でカバーする」ことが出来そうに思えるのだが、調査結果を見る限り、そのよ

















成型が適しているのだがただ問題はモチベーションが低い学習者は All English 型
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４－３－１ All English グループの問題点 
 このグループ最大の問題は、この指導法を教える側も教わる側も十分に生かし
切れていなかった可能性があることである。今回の調査結果が All English 型の指
導法の「真の実力」であると判断するのは時期尚早であろう。 
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